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V l

私ともの身のまわりにはV,ろいろの嘗虫がお り､生き

家でない限りどこの豪にも人と一緒に昆虫が生活してV,

ますOその中には蚊やノミのように血液を吸うもの､カ

ミキリやシロア リのように建物や家具煩を食うもの､ゴ

キブリやかソオブシムシなどのように食品､衣服などを

食F)ものもあり､数えあげると50稲以上になります｡

昆虫は一･度や二腔†闇 草陰してもなかなかはきません.

昆虫は休が一般に小さく､照WIIJプが著しく大きV,ので､

その用Jjiから考えますと数を減らすことはできても､こ

れを地球上から全くなくするとV,うことは到底できませ

んoそうかといって駆除をしなV,で､そのまま放ってお

くと∴ヤ虫のために^h'=qカ柵 えられなくなってしまうの

で､絶えず適 当な日割訓を見計らって駆除しなければなら

なvl｡

さて殆んど年中炊3:j茅場を荒しまわるものにゴキブリと

V,う害虫があり､これは一名油虫とも呼ばれ､方言では

俗に トウビーラ-といってV,ますoこの空間は標徴が多

く､世界から2200種余 りも/jnられてお り､琉球にはおよ

そ10積数V,ます｡大きV,箇類ではワモンゴキブリイェゴ

キブリなどがあり,小さいものではチャバネゴキブリが

普通に見られます｡

ゴキブリ軒の体は巾が広くへん平で､表面は滑かな弾

力性のある皮膚からできてV,るので､/､工のLLi入り出来

なV,壁板の苫1九 日や,戸だなの隆かなすき間からも自由

にLIL,入りしますo頭は自由に動かすことができ､口は蚊

やノミと異なってよくものをかじることができます｡従

って家具潮､皮製品､苫箆､衣類､その他でん枚や砂糖

を含んだ食品､日用品を食い荒すことはゴキブリの朝め

し前の仕事です｡

砂糖分のつV,た手でマ-毛をいぢると一晩の中にマ-

毛を食V,尽されてしまうこともあります｡その他最も恐

ろしV,ことは^ぶんやっぱ､鋤物の死体を食うことであ

り,便所と炊事場を往来して食物を汚す他にチブス､赤

刑などの病気を媒介することであります｡体が-ん平な

ので鍋の蓋や食器だなの戸を密閉しなV,と簡単に出入り

します｡たなの中の食物に一種の悪臭を感ずることがあ

りますが､これはゴキブリが荒したあとかたであります

またソ-メソ相の中や引出しの中に､ゴキブ1)のくそが

入っていることがもりますが､そのくその中にはV,ろV,

ろの柄原体が怠 り､一節のゴキブリの休の内外には､お

よそ15.000LJt1-の佃蘭をもってV,モすので､ノ､工よりも実

に恐ろしいものでありますO

-工と製なって口中は暗V,ところにかくれ､夜間に柄

勤し､粗ぶこともできる反面､走ることも迷いです｡こ

のように休のつくり具合とか生活の状態が他の昆虫と異

なっているので､をの駆除の方法にも自ら異なった手段

7:t考えなけれどなりませんQ

ゴキブリの口はものをかむようにできてV,るので､毒

物を食べさせて駆除することも一つの方法であります｡

それにはひ酸鉛叉はほう酸を6-7倍のでん粉と少最の

砂膳に混ぜ､容器に入れてゴキブリのHl.入するところに

おきますと､数 日後には､Zt:の効果がみられますo

またゴキブリの出入する場所やかくれ場所､即ち台所の

壁､特に炊事台の後方､押入れの隅角､便所の床下又は

便所に隣接した物置き､太だなや食器だなの内面､引出

の仏つぎなどに薬液を頃覇器で散布するか､又はブラシ

布片を用V,て塗っておきます｡薬はクロールデン､リン

デンなどを主成分とした乳剤,油剤を用V,ると非常に効

果がありますO これらの薬剤は僅かの最では人間に無膏

でありますが､畳が多いと毒になるので､食物や食器に

はかからないようにしなければなりませんO

次にゴキブ1)は暗V､ところを好むので､ビールビンな

どのようなビンの中に英子 くずと紙 くずを入れ､ゴキブ

1)の出入するところにすえておきますと､好んでその中

に入り逃げ出すことができません｡ビンの代 り把手ごろ

の厚紙精を用vlても誘殺することができます｡

時たま炊事場に長さ7mm位の黒いずんぐりした蜂が

飛んできますが､これはゴキブ1)ヤセパテとV,うもので

ゴキブリの卵の中に寄生してゴキブl)を駆除してくれる

有益虫ですから､保許して可愛がって下さV,｡

(高 艮 錬 天)
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